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ギリシアにおける『トルコ時代』史
　　　　　　　　研究の一端
永　田　雄　三
1．ザハリアドゥ教授との出会い
　筆者は昨年（2001年）の12月16日から24日にかけて，ギリシアはクレタ島の主要都市の
一つであるレシムノの地中海研究所（Institute　for　Mediterranean　Studies）に招かれる機会
を得て，短期間ではあるがギリシアにおける「トルコ時代史」研究の一端を垣間見ることがで
きた。クレタ島は現在ギリシアの最南端にある地中海では5番目に大きい島である。かつてギ
リシア文明に先だってミノア文明がこの島に栄えたことはご存じのとおりである。また，カザ
ンツァキスの「その男ゾルバ」の舞台でもある。ちなみにゾルバとはトルコ語で「乱暴者，無
法者」といった意味であるが，映画でアメリカの俳優アンソニー・クインの演じたゾルバは乱
暴者だが，男気があって，本当はやさしい「男の中の男」というキャラクターであった。トル
コ語ではこの言葉にはこうしたニュアンスは含まれていない。旧オスマン領のバルカンも含め
て，かつてこの地域の支配者であったオスマン帝国の公用語であるトルコ語にこうした特別な
ニュアンスを託すことはけっこう多く，記号論的に面白い研究対象である。それはさておいて，
以下に，レシムノの地中海研究所と現在クレタ島の主都であるイラクリオンにある図書館に保
存されているトルコ語文書の状況について報告し，合わせてギリシア旅行中に見聞した若干の
印象をも記しておきたい。
　筆者をギリシアに招いてくれたのは初期オスマン朝史に関する手堅い実証的研究で国際的に
知られるエリザベス・ザハリアドゥ（EZachariadou）クレタ大学教授である。彼女は若い
ころイギリスに留学し，ベルギー出身の歴史家で，草創期のオスマン帝国に関する優れた業績
をあげたパウル・ヴィテックに師事した人である。ザハリアドゥ教授は現在ちょうど70歳で
あるから，留学したのはかれこれ40年まえ，すなわち1950年代末から60年代はじめにかけ
てのことであろう。当時，ヴィテックはロンドン大学のSchool　of　Oriental　and　African
Studiesで教鞭をとっており，同僚にバーナード・ルイス，ラムトン，メナージといった第二
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次世界大戦後のイスラム史研究をリードしつづけた逸材が集まっていた。ザハリアドゥ女史も
かれらの薫陶を受けたはずである。ところで，ご本人から伺ったところによると，彼女の父親
は「カラマンル」という名で知られるアナトリア出身のギリシア人である。カラマンルとは，
アナトリアに住みトルコ語を母語とするギリシア正教徒のことである。かれらはギリシア文字
を用いてトルコ語を表記し（カラマンル・トルコ語），その旺盛な文学活動は有名で「カラマ
ンル文学」というジャンルを成立させたほどである。かれらの大部分は，トルコ共和国成立後，
トルコ正教会を設立してトルコに残ったわずかな人びとをのぞいて，ギリシアに移住した。そ
れはローザンヌ条約（1923年）によって決められた，トルコに住むギリシア人とギリシアに
住むトルコ人との住民交換協定にもとつくものである。彼女がギリシアではあまり人気のない
トルコ史研究を手がけるようになったのは，そうした出自と関係する。ただし，彼女はもはや
トルコ語は話さない。
　筆者がザハリアドゥ教授と直接面識を持ったのは最近のことである。昨年の2月，彼女が東
大に留学している娘さんに会いに来た折りのことである。ギリシア近代史研究者の村田奈々子
さんから彼女が筆者に会いたがっているという連絡を受けて，上野の不忍池のほとりにあるホ
テルに直接彼女を訪ねた。そのとき，ザハリアドゥ教授は開ロー番，2003年の1月に地中海
研究所で開かれる予定の国際シンポジウム“Provincial　Elite　in　the　Ottoman　Empire”に参
加して報告をしてくれないか，と切り出した。筆者は長年トルコのある地方名士の家系史を手
がけており，1997年にその一応の成果をトルコ語で，トルコ歴史学協会から出版した1｝。それ
が彼女の目にとまったのであろう。地中海研究所では，こうした国際シンポジウムを三年に一
度開催している。その第一回目の“The　Ottoman　Empire（1300～1389）”（1991年）は，オス
マン朝初期の諸問題を取り上げている。第二回目は“The　Via　Egnatia　under　Ottoman　Rule
写真1ギリシア・ワインを楽しむザハリアドゥ教授と筆者
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（1380～1699）”（1994年）である。The　Via　Egnatiaとは，コンスタンティノープルを起点と
し，エーゲ海北岸のトラキア地方を西進して現アルバニアのドゥレス（ドラッゾ）港からアド
リア海を横切ってローマに達する古代ローマ以来の由緒ある街道の名である。第三回目の
“Natural　Disasters　in　the　Ottoman　Empire”（1997年）が，ペスト，水害，旱越，地震など
の自然災害が歴史におよぼした影響を問題にしていることはいうまでもない。第四回目の
“The　Kapudan　Pasha，　His　Office　and　His　Domain”（2000年）は，16世紀以後東地中海の
制海権を掌握したオスマン帝国の海軍提督を取り上げている。第三回目までの報告はクレタ大
学からすでに出版されている2）。第四回目はまだ出版されていないので，そのときのプログラ
ムを参照すると，このシンポジウムは三日間連続で，朝は9時から12時半まで，そしてふた
たび夕方5時から8時半までつづくハードなスケジュールである。筆者にとって1月は学内の
行事がいろいろあるので，承諾するのをためらっていると，ザハリアドゥ教授は，実はクレタ
島にはオスマン時代から残された膨大な数の「シャリーア（イスラム法）法廷」の記録を記し
た台帳が存在するので，ついでにそれを調査しないかと誘いをかけてきた。この提案は筆者の
食指を大いに動かした。というのもオスマン時代のトルコのみならず，バルカンやアラブ地域
の地方史を研究するには，この史料が最も重要な第一次史料だからである。そのとき彼女が云っ
た“huge　documents”という言葉には，実は半信半疑であったが，のちに述べるようにそれ
は誇張ではなかった。それならば，というので承諾し，シンポジウムの打ち合わせをかねて昨
年暮れにクレタ島を訪れることになったしだいである。
2．地中海研究所にて
　イラクリオンの飛行場に降り立つと，ザハリアドゥ教授自身が出迎えに来てくれていて，以
後クレタ島滞在中はなにもかも，じつに親切にしていただいた。研究所の客人という待遇にし
てくれたおかげで，滞在中のすべての経費は研究所持ちであった。ただし旅費は自分持ちであ
る。イラクリオンからタクシーで一時間ほどのところにあるレシムノは，現在は地中海に面し
た美しいビーチ・リゾートであるが，冬は観光客の姿もみられず，閑散としていた。しかし，
ヴェネツィア時代の城塞やオスマン時代のモスクが点在する光景は，この町の歴史の古さをし
のばせる。そういえぱ，この町はオスマン時代に多くの文人や官僚をイスタンブルに送った由
緒のある町であった。城塞のすぐ下にある地中海研究所は外からみた質素な印象とはうらはら
に，内部は広々と清潔で，トルコ史関係の基本文献がきれいに整頓された図書室は，ヨーロッ
パの文献学の伝統をきっちりと受け継いでいるザハリアドゥ教授の人柄そのままである。この
建物の中央に大きな部屋があって，その真ん中に大きなテーブルがある。このテーブルを囲ん
でシンポジウムに参加するすべての人が報告をし，膝を交えて何時間も討論するという。筆者
の会話能力で大丈夫だろうかという不安が脳裏をかすめる。パンフレットよると，この研究所
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はクレタ大学にではなく，政府の開発省に直属するいくつかの研究所の一つで，1986年に創
立されたばかりである。その責任者の一人がザハリアドゥ教授で，彼女はクレタ大学では歴史
学一般を講義しており，トルコ史研究とその指導はすべて研究所のほうで行っているとのこと
である。現在のギリシアとトルコの複雑な政治関係がその背後に感じられる。
　現在ギリシアにおける「トルコ史」研究の中心は，トルコに近いトラキア地方の大都市テッ
サロニキであろうが，いまひとつの中心がここクレタ島にあることが今回の訪問でわかった。
そしてそれを支えているのがザハリアドゥ教授にほかならない。ところで，筆者のクレタ島訪
問のもう一つの目的，これがザハリアドゥ教授の希望でもあったのだが，それはこの地中海研
究所で彼女の教え子である若い研究者や大学院生たちに“Provincial　Elite”をテーマに2コ
マほどゼミをやることであった。筆者は，日本でその準備をしている間，いったいどの程度の
水準で，そもそも何語でやったら良いのか思い悩んだ。ザハリアドゥ教授にメールで問い合わ
せたところ，かれ（かのじょ）らはspoken　Turkishはできないが，　written　Turkishならで
きるので，英語ベースでトルコ語の文書を使ってやってほしいとのことであった。それでもな
お，どの程度の水準の文書を用意したらよいのかわからず，いくつか選択肢を用意してゼミに
臨んだ。結果はかれ（かのじょ）らの水準は予想以上に高く，筆者が用意した，19世紀初頭
のアラビア文字で記されたオスマン・トルコ語文書を十分に，もちろん予習なしに，読めるこ
とがわかった。ここにもザハリアドゥ教授の日頃の薫陶ぶりが伺われる。日本の学生と違って，
ここの学生達はたどたどしい英語ではあるが，臆することなくつぎつぎに質問してくるので，
そしてまた筆者の返答の仕方も似たようなものなので，和気あいあいと楽しくゼミを進めるこ
とができた。終わって，一人一人にいまなにをやっているか訪ねたところ，皆それぞれにトル
コ語文書を使ってギリシア人社会に関係するテーマをこつこつとやっているようであった。ギ
リシアとトルコの政治関係の悪さを考慮すると，かれ（かのじょ）らがトルコ語文書を手に入
れるにはさぞかし苦労がいるものと想像されるが，そこは世故に長けたギリシア人のこと，な
んとか切り抜けているのであろうと思われる。しかし，そうした事情は聞きただせなかった。
クレタ大学の専任講師アナスタソプーロス（Antonis　Anastasopoulos）君はアメリカにいる
トルコ人のメティン・クント教授のもとでドクターの学位取った若い研究者で，ギリシア北部
テッサリアのカラフェリエ（オスマン時代の郡の名前）地方史をやっている。また，名前は忘
れたが，ある女性の大学院生はアナトリア中央部のカッパドキアにかつて存在したギリシア人
村の研究を続けているという。このように，ギリシア人の研究テーマはいずれも旧オスマン帝
国領内のギリシア，あるいはギリシア人に関する研究に限られるようであるが，これは現在の
ブルガリアあるいは旧ユーゴスラビアといった諸地域の研究者たちも同様である。オスマン帝
国時代の研究は，その後独立したこれらの諸国にとっては，近世から近現代にいたる時代の研
究にほかならないからである。そしてその主要な史料がオスマン帝国の公用語であるオスマン・
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トルコ語文書なのである。レシムノでのゼミとシンポジウムの打ち合わせが終わると，翌朝ザ
ハリアドゥ教授とともにイラクリオンに戻った。結局来年のシンポジウムでは，筆者がSym－
posiarchとしてopening　paperとconcluding　remarksとを読むことになった。
3．イラクリオンにて
　イラクリオンに着くと，ザハリアドゥ教授に案内されてそのまま「ヴィケライア市立図書館
Vikelaia　Municipal　Library」に直行した。それは町の中心にある「モロシニ噴水」の真向か
いにあった。モロシニとは，オスマン帝国以前にクレタ島の支配者であったヴェネツィアの総
督の名にちなんだものだ。オスマン帝国はこの島を1645年にはじまるヴェネツィアとの長い
戦争の末，1669年になって最終的にヴェネツィアの手から全島を奪った。以後この島は1897
年までオスマン帝国の支配下に留まった。イラクリオン（カンディア）の町がオスマン帝国の
手に落ちたのは1669年のことである。
　筆者のイラクリオン訪問の目的は，冒頭にのべたように，この図書館内にある「トルコ語文
書室」に保管されているオスマン時代の「シャリーア法廷」台帳を閲覧することである。昨年
の1月にザハリアドゥ教授から台帳の存在を知らされた後，私は日本でその所在をあらかじめ
確かめておいた。それによると，オスマン時代にはクレタ島の三つの主要都市（イラクリオン，
レシムノ，ハニヤ）にカーディー（イスラム法官）の主宰する「シャリーア法廷」が存在した。
レシムノとハニヤの台帳は独立運動の際の混乱で焼失し，イラクリオンのものだけが残存して
いる。それにはオスマン帝国から独立後，この台帳を整理し，今日まで伝えるために努力を惜
しまなかったニコス・スタヴリニディス（Nikos　Stavrinidis）というギリシア人篤志家の功
績が大きい3）。この台帳を利用して『共有された世界（AShared　World）』（Prionceton，2000）
を著したアメリカのMolly　Greeneは，イラクリオンの台帳は全部で162冊存在すると記して
いる4）。文書室の係員はアンドレアス・サッヴァキス（Andreas　Savvakis）さんという実直
そうな中年の男性であった。ザハリアドゥ教授は筆者をかれに紹介し，文書の置き場所を教え
てくれると，サッヴァキスさんにいろいろと指示を与えた後，自分はクリスマスを家族と一緒
に過ごさねばならないので，といってアテネへ戻ってしまった。その日はまだ12月19日なの
だが，ギリシア正教のクリスマスは日本の正月に相当するもののようで，気がつけば町はもう
すっかりクリスマス気分である。図書館も21日（金）までで，その後はクリスマス休暇に入
るという。英語の話せないサッヴァキスさんと筆者の仲介役を引き受けてくれた女性がすまな
そうな顔をして，「21日はクリスマスの準備で忙しいので午前中だけにします』といった。ギ
リシアでは一種のシエスタがあって普段でも午後2時まで働いて，あとはゆっくり休み，夕方
7時ごろからふたたび活動するのが普通のようである。私にとっても今回は，本当に162冊も
の台帳が存在するのか，保存状態はどうなのかということを確認するだけが目的だったので，
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写真2　保存状態の良い
　　　イラクリオン文．書の一ページ
それでト分である。もともと「郷に入っては郷に従え」が外国で調査をするときの筆者の原則
である。あせりや働きすぎは禁物である。とはいいながら，筆者はさっそく台帳を保管してあ
る戸棚を勝手に開けて調べはじめた。ここではそれで良いのである。まず最初の台帳を開いて
驚いたのは，台帳がじつにきれいに保存されていて読みやすいことであった（写真2参照）。
また，おそらくザハリアドゥ教授の指導によるものと思われるが，目録もできている。それに
よると，最も古い台帳（A．1）は1657年からはじまっており，No．　162台帳は1893年で終わっ
ている。しかし，目録はさらにNo．201まで続いている。　Molly　Greeneがここで調査をした
のちに，さらに整理が進んだのだろうか，その辺のところはわからない。最後の部分はギリシ
ア語による記録が多い。だが，いずれにしても一つのカーディー管区の「シャリーア法廷」台
帳が162冊あるいはそれ以上残存しているのは，旧オスマン帝国領内のトルコとバルカン諸国
全体をみわたしても数が多いほうである。162冊の各台帳の大きさは，ほぼ一定であり，たて
40センチ，よこ16センチほどである。頁数は台帳によって大きな差があり，最少69頁，最
多487頁，平均すると，230頁ほどである。現在「シャリーア法廷」台帳が最も多く残されて
いるのはトルコであるが，ここでも150冊を越える地方はさほど多くはない5〕。
　筆者はかつて，1977年から78年にかけてバルカン各国を歴訪して「シャリーア法廷」台帳
の残存状態を調査したことがある。少し古いデータであるため，その後増えている可能性があ
るが，一応の比較のたあに紹介しておこう。現マケド、ニア共和国の首都スコピエに残されてい
る，オスマン時代のマナストル（現ビトラ）郡（カザー）に関する台帳は1607年から20世紀
初頭におよんで200冊存在する。旧ユーゴスラヴィアではここが最も多いと思われる。現在
もなおバルカン随一のイスラム文化の中心地であるサライェヴォには，1559年から1852年に
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およぶ86冊の台帳が残存する6）。ギリシアでは，テッサロニキの「マケドニア文書局（Mace－
donian　Archives）」を訪問し，デメトリアデス（Vasilios　Demetriades）氏に面会して台帳
の残存状況を訪ねた。ここは小型のものが多いが，17世紀末から20世紀初頭におよぶ400冊
を越える台帳が存在した。不思議な縁で，デメトリアデス氏は，いまザハリアドゥ教授と共同
で地中海研究所の責任者をしているとのことであったが，クリスマス休暇のため不在で旧交を
温めることができなかったのは残念であった。ブルガリアでは首都ソフィアの「キリル・イ・
メトードゥイ国立図書館」に全国の台帳が集中的に保管されている。そこでは北西部のヴィディ
ン地方に関するものが，筆者の数えたところでは67冊と最も多い。次いでソフィア地方の54
冊，ルスチュク（現ルーセ）の42冊であった。
　こうして数えてみると，イラクリオンに残存する台帳の価値は非常に高いことがわかる。
1657年から1897年にいたる240年間に及ぶ時期を通じて162冊もの台帳があるということは，
この島の人々の暮らしぶり，地方行政のあり方，さらにはイスラム国家の唯一絶対の法体系で
あるイスラム法の実際の実施過程などさまざまな問題を，ほとんど年ごとに追究する手がかり
がここにあるということである。今後この町の充実した「イスラム法廷」台帳の存在が注目さ
れることは間違いあるまい。問題は，ギリシアではこれをわれわれ外国人が利用するためのシ
ステムが存在しないことである。いまのところ，今回のように知り合いの「つて」に頼るほか
ないのである。
　筆者の今回の調査の目的は，台帳の保存状態を確かめることであって，とくにテーマを定め
て具体的な研究をすることではなかった。しかし，ザハリアドゥ教授からサッヴァキスさんに
指示があったとみえて，筆者が興味をもったこの地方の名士とおぼしき人物何人かの「遺産目
録（Muhallefat　Defteri）」を何点かゼロックス・コピーしていただいた。いずれ稿を改めて
紹介することにしたい。
4．ベナーキー博物館にて
　最初にイラクリオンに入った12月15日は土曜日だったので，翌日ザハリアドゥ教授はみず
からクノッソスの遺跡とその遺物の陳列してある考古学博物館とを案内してくれた。この遺跡
については，すでにご存じの方も多いと思うので，筆者のような無学な者がいまさらなにかを
語るまでもあるまい。ただ，筆者にとって印象的だったのは，このミノア文明が非常にアフリ
カ的な雰囲気に包まれていることであったとだけ記しておこう。そういえば，クレタ島を南に
300キロメートルも下れば，そこはもうアフリカ大陸である。
　12月22日にイラクリオンからアテネに戻って飛行機の乗り継ぎを待つ間に少しばかり時間
があった。そこで市内のべナーキー博物館を見学することにした。アテネの考古学博物館は世
界的に有名で誰でもゆくが，ここは案外知られていない。ここへは20年ほど前に一度訪れた
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ことがあるが，そのときに筆者にとって関心のあるビザンツ時代と「トルコ支配（トルコクラ
ティア）」時代の展示品が豊富なことに気がついていた。ベナーキー博物館はその後長い間休
館していたが，去年7年ぶりで新装開館したと聞いていたので，おおいに楽しみにしていた。
アントニス・ベナーキー（1873～1954）は，19世紀末から20世紀にかけてエジプトでの綿花
取引で大成功したギリシア人の富豪である。大げさな言い方をすれば，エジプト経済が国際資
本主義に「周縁化」される過程でうまく立ち回った「非ムスリム商人」という，中東近代史の
一断面を象徴する人物である。アテネの王宮に近いかれの別荘が博物館として使われているの
である。今回改めて訪れてまず驚いたのは，展示品が格段に増え，興味深いものになっている
ことである。とりわけ，以前はあまり目立たなかった近代ギリシア史に関係する遺品や絵画な
どが充実している。かの有名なドラクロアの「ヒオス島の虐殺」が目立たないところにひっそ
りと展示されていた。また，筆者は本年度の「駿台史学会」大会でトルコのヤタガン村という
鍛冶師の村について報告したが，この村の特産品で，世界的にも有名な「ヤタガン刀」という
特異な刀がこんなにたくさん展示されているのを見たのはべナーキー博物館がはじめてである。
皮肉なことに，トルコの匪賊（ゼイベキ，ギリシア風にいえばゼイベキコス）のシンボルであ
るこの刀が，ギリシア人の独立運動でトルコ人と戦うにあたって大活躍したということになる。
　独立戦争そのほかの絵画は，同じアテネの「歴史博物館」のそれを上回るものがあるが，筆
者にとってうれしかったのは，ギリシア人画家コンスタンティノス・カルディスが1851年に
描いたスミュルナ（現在トルコ西部のエーゲ海に面した港町イズミル）の町の景観である。こ
の絵には町の海岸通りの様子が克明に描かれている。この町は17世紀半ば以降，第一次世界
大戦後までベイルートをしのぐ中東最大の港であった。当時「フランク通り」と呼ばれていた
海岸の裏手の通りにはヨーロッパ諸国の領事館，商会，それにカフエや居酒屋などが軒をつら
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ねている，世紀末の雰囲気を漂わせる特異な一画であった。そのためトルコ人はそこを「ギャー
ブル（異教徒）’のイズミル」と呼んでいたほどである。当時の文書史料によると，これらの建
物の所有者の多くはこの町の後背地に勢力を張るトルコ人地方名士である。カルディスの絵に
は，まさにそれらの建物がきわめて写実的に描かれているのである。この町は第一次世界大戦
後の混乱でほぼ完全に焼失し「フランク通り」もいまはない。その失われた光景がいまここに
描かれている。文書史料からは伺い知ることのできなかったヴィジュアルな資料がすぐ目の前
に展開していたのである。
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